
教育学研究科

１ 教育学研究科の活動

研究科の主要な活動としては，授業及び研究指導の他に，博士学位授与に関する予備審査会の開催がある。こ

れらを通して学生の研究力量を高めるとともに，学生と教官及び国内外の研究者との交流も図った。その結果，

大学研究所等就職者（国内大学９名，学術振興会特別研究員（PD）１名）10名を出した（３月31日時点）。

２ 教員の教育業績評価の状況

教育学研究科では，教員各自による授業・研究指導についての自己点検評価が基本になってはいるが，教員の

教育業績は，担当授業科目の単位数，課程修了者数，学位審査の主査・副査の担当，学生の受賞や就職状況，研

究科運営への貢献等などを目安にしている。しかし，たとえば，研究科の研究指導において重要な位置を占めて

いる総合指導Ⅰ，Ⅱは，複数の分野の複数の教員によって担当されており，研究科の教員の教育業績には，個々

の教員に分割化不可能な教育業績があることも確かである。とはいえ，法人化を控え教員の教育業績の評価体制

の確立は焦眉の課題と言える。課程修了者を全く出すことが出来なかった。この点は大きな課題として残される。

一方，受賞者（大学院優秀論文賞）１名を出すことができ，学生の研究・学習の活性化を促すことが期待される。

課程修了には至らなかったものの，単位取得退学者で，大学研究所等就職した者は９名であり，また学術振興会

の特別研究員（PD）に１名採用されたことは特筆されてよい。近年の就職状況の厳しさを考慮すると，本研究

科は教育学界における研究者養成の社会的責務を果たしている，といえる。

３ 自己評価と課題

研究科担当教員の異動はなかったが，すでに定年退官にともない欠員となった４名の研究科担当教員の後任補

充が完了していない。学生に対する研究指導体制の充実のためにも早急の補充が望まれる。新研究科への改組再

編にともない教育学研究科は，課程博士のみを対象とする学位審査組織となったが，来年度，閉研究科を迎える

に当たってできる限り多数の課程修了者を出すことが最重要な課題である。学生への支援・指導体制を一層強化

して，課程修了者を増やすとともに，新研究科への円滑な転研究科を進める必要がある。
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